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提言にあたって 第2グループ【防災・生活安全分野】

たち第�グループでは、1「۠がൃ信するࢲ
ࡂݮ・ࡂ情報の༗ޮ活用をଅす新たな仕組
み࡞り」2「ࡂにؔするݸ人のҙ識վֵ」
3「生活҆શ（൜）におけるྗࢭ向上」
の�つのテーマをઃఆしました。その上で、
、ݟというҬ特ੑを౿ま͑た՝、ҙ۠ߓ
感などについて۩体的な事ྫをؚめたॆػة
実したٞが行われました。
۠職һの࣭ٙ応も活ൃに実ࢪされ、
にଟくのط、生活҆શ（൜）にؔして・ࡂ
が検౼され、情報がඋされていることࡦࢪ
もվめてೝ識することができました。その
面、そうしたࡦࢪ等が۠ຽ一人ͻとりに浸透
していないといったことも໌らかになりまし
た。
ࣾձมԽ͕༩͑ΔςʔマͷӨڹ
々、ࡂ、生活҆શ（൜）のをऔ
りרく環境はめま͙るしく変化しています。
ࣗવࡂはҬ化、ܹਙ化し、ଟ様な人がଘ
在するこの۠ߓでのආ難行動やࡂ活動のあ
り方をߟ࠶すき時ظになっています。
また、ࡍࠃ化やデジタル化のਐలにより൜
になってきてົがޱがଟ様化し、その手ࡑ
いる中、ࣗやՈをकっていくためにどう
したらよいのかといったことも͑ߟなけれ
なりません。
ςʔマ1ʮ͕۠ൃ৴͢Δࡂɾࡂݮใͷ༗
Γʯ࡞ΈΛଅ͢৽ͨͳ༺׆ޮ
ࡂݮ・ࡂにؔしては、�つのテーマ
についてٞをॏͶました。一つ目は「۠が
ൃ信するࡂݮ・ࡂ情報の༗ޮ活用をଅす新

たな仕組み࡞り」です。
今まで行からの情報は、Ҭコミュニテ

ィを通して、֤Ոఉ、ݸ人共༗されること
がଟくありました。しかし、ۙのライフス
タイルのଟ様化や、ू合ॅの૿Ճ、࠶։ൃ
等がݦஶなঢ়گを౿ま͑ると、新たなࢧԉや
仕組みͮくりが必要であると͑ߟました。
ςʔマ2ʮࡂʹؔ͢Δݸਓͷҙࣝվֵʯ
ೋつ目は「ࡂにରするݸ人のҙ識վֵ」

です。ࣗ助・共助・公助といったऔ組をバラ
ンスよく実現していくためには、まずは、ݸ
人がฏ時よりࡂݮ・ࡂのҙ識を高めるこ
とがॏ要です。そのために、ࣗ助・共助のऔ
組ڧ化につながるֶशػձの創出や、ฏ時か
らݸ人のࡂҙ識を高められるऔ組をࡦࢪの
方向ੑとしてҐஔͮけました。
ςʔマ3ʮੜ҆׆શʢ൜ʣʹ͓͚Δྗࢭ
ʯ্
生活҆શ（൜）については、「生活҆

શ（൜）におけるྗࢭ向上」をテーマに
ઃఆしました。ۙの環境変化により൜ࡑが
ଟ様化・Ҭ化している中、൜ࡑによるඃ
のࢭ、ྗࢭ向上のためのࡦࢪを検౼しま
した。
ఏݴͷ࣮͚ͨʹݱ͍
このٞがこのఏݴॻでऴわりではなく、

今ޙのษڧձの立ち上͛等で۠とつながり
続けられるようなٞがでました。
ఏݴの実現に向けて、タンフォーラムの

メンバーがܧ続的にؔわりをもっていきます。
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提言の体系

ʲςʔマ�ʳ
͕۠ൃ৴͢Δࡂɾ
༺׆ใͷ༗ޮࡂݮ
Λଅ͢৽ͨͳΈ
Γ࡞

•ू合ॅやҬにおけるࡂݮ・ࡂରࡦにؔするऔ組のࢧԉ（ࣗ
助、共助、公助）
•۠ຽやا業とのつながりͮくり（共助）
•情報ൃ信・管理のॆ実・ڧ化（ࣗ助、公助）

ʲςʔマ�ʳ
ਓͷݸΔؔ͢ʹࡂ
ҙࣝվֵ

•ଟ様なଐੑやフΣーズに応じたݸ人のҙ識վֵ（ࣗ助・公助）
•୭もがࢀՃしやすい܇ࡂ࿅（ࣗ助・共助・公助）
•ฏ時におけるޮՌ的なҙ識ൃܒ（ࣗ助・公助）

ʲςʔマ�ʳ
ੜ҆׆શʢ൜ʣʹ ͓
͚Δ্ྗࢭ

•情報ൃ信・情報։ࣔ、ҙ識վֵ
•人と人とのつながりによるྗࢭ向上
•インフラඋによるྗࢭ向上

۩ମతͳऔ

提言書の見方
ఏݴॻにおける、実現に向けた
՝やࡦࢪの方向ੑ、۩体的なऔ
組など、֤߲目間でつながりがあ
るものについては、ه߸（ʓ、□、
◇等）によってؔ࿈ੑを໌らかに
しています。

3　実現に向けた課題
〇（՝の内容ᶃ）
□（՝の内容ᶄ）
◇（՝の内容ᶅ）

4　施策の方向性
〇（ࡦࢪの方向ੑの内容ᶃ）
（の方向ੑの内容ᶄࡦࢪ）□
（の方向ੑの内容ᶅࡦࢪ）◇

5　具体的な取組
〇（औ組の内容ᶃ）
〇（औ組の内容ᶄ）
□（औ組の内容ᶅ）
◇（औ組の内容ᶆ）
◇（औ組の内容ᶇ）

21



 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「防災を自分のこととして捉え、個の自立と互いの助け合いによって安心感のあるまち」
デジタルのྗなどを活用しながら、ࡂ時に能動的に動ける人を૿やすとともに、ฏ
時の؇やかなつながりから͑ࢧ合͑るؔͮくりをਐめ、ࣗの໋とޓいの໋をकる
ことができるまちを目ࢦす。

 2　踏まえるべき社会変化
地域コミュニティの希薄化
・従来のҬコミュニティ活動にࢀՃする人がݮগし、Ҭとのつながりがرബ化して
いる。
・۠ຽಉ࢜のつながりがগなく、「ݸ」の時代ともい͑るঢ়گになった。
。։ൃ等がਐΉ中、స出ೖによりҬのことを知らない人が૿͑てきている࠶・
・ライフスタイルがଟ様化し、۠ຽのҬとのؔわり方や必要とする情報が変化してい
る。
・SNSなど情報ୡ手ஈがਐ化し、人と人とのつながりもアφログからデジタル移行
している。

働き方の多様化
ձࣾにଐさずにಇく人やリϞートワークがීٴするなど、ಇき方がଟ様化している。

多くの外国人の存在
。合が約一ׂをめているׂޱ人の人ࠃは外۠ߓ

防災活動を担う区民の⾼齢化
ொձ等のҬコミュニティにおいて、ࡂ活動を୲う۠ຽの高ྸ化がਐんでいる。

自然災害の発生
、෩、ਫなど、શࠃ的に大きなඃをもたらすࣗવࡂがൃ生している。

区が発信する防災・減災情報の
有効活用を促す新たな仕組み作り1

テーマ
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 3　実現に向けた課題
・۠ຽಉ࢜のつながりは大な一方、ொձ等のطଘのҬコミュニティにՃೖするには
৺理的なϋードルがあるなど、Ҭにおけるつながりの手ஈがগなくなっている。
。においてՌたす務のようなものがෆ໌֬で行動しにくいࡂ時をؚめ、۠ຽがࡂ・
۠と۠ຽ、Ҭコミュニティにおける۠ຽಉ࢜のつながりもアφログからデジタル
の移行ظである。ொձ等のطଘのコミュニティͩけでなく、ا業やアプリなどを活用
して۠と۠ຽ、۠ຽಉ࢜をつな͛る仕組みがेではない。

・人ޱの約一ׂをめる外ࠃ人をରとしたࡂのऔ組のڧ化がٻめられる。
時におけるਫの֬อなど、生活にີ接にؔわる՝のର応がෆ可ܽである。ࡂ・
。められるٻ業と࿈携してର応していくことがاには、ຽ間ࡦରࡂ

 4　施策の方向性
○マンション（ି・ৡわず）などのू合ॅやҬにおけるࡂݮ・ࡂରࡦのऔ
組をࢧԉする。
◇Ҭコミュニティのあり方が変化していくなか、طଘのコミュニティ以外でも新たな
コミュニティを形し、ੵۃ的に۠ຽやا業をつな͛る仕組みをߏஙする。
△新たなコミュニティと行との࿈携をڧ化し、ݯࢿのさらなる活用と結ͼつけるた
めに、情報ൃ信・管理をॆ実・ڧ化する。

テーマ 1 　区が発信する防災・減災情報の有効活用を促す新たな仕組み作り
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 5　具体的な取組
○集合住宅や地域における防災・減災対策に関する取組の支援（自助、共助、公助）
ᶃマンション管理組合やا業、ҿ৯ళ、ֶߍなどのネットワークや、ࡂ時のライフラ
インの֬อをڧ化する。
ᶄݸ人と行がつながることができる「バディシステム」やアプリなど、ฏ時からࡂ
時をҙ識した۠と۠ຽのつながりの仕組みをߏஙする。
ᶅࡂボランティアやҬサϙーター੍など、۠ຽ間におけるࡂ時の助け合いの仕
組みをߏஙする。
◇区民や企業とのつながりづくり（共助）
ᶃଔ業生（0#や1T"等のฏ時のつながり）やಉ૭ձ（またはそのൃ、ࢹ）をߟࢀ
に、ࡂ時に活用できる共助のためのネットワークをߏஙする。
ᶄطଘのҬコミュニティの組みにとらわれず、ଟ様なҬॅຽ（子ども、大人、外
ࢀとࢪ࿅の実܇ࡂՃしてֶるࢀにܰؾ、業など、Ҭશ体でָしくا人等）やࠃ
Ճをଅਐする。
ᶅا業が༗するࡂにؔするノϋや知ݟを活用し、۠とا業が࿈携をਐめることで
Ҭのྗࡂを向上させる。
△情報発信・管理の充実・強化（自助、公助）
ᶃ情報のडけ手である۠ຽのライフスタイルがଟ様化していることを౿ま͑、携帯電話、
SNS、デジタルサイネージ、アプリの活用など、世代、ଐੑをྀߟした۠の情報ൃ信
と、۠ຽの情報アクηス方๏を֬立させる。
ᶄ行手続き等で૭ޱに๚れた۠ຽにରして、ࡂݮ・ࡂにؔ࿈する情報配や情報π
ール（۠の公ࣜ -IN& 等）をプッシュ型でप知するなど、ࡂにؔするऔ組のप知や
ҙىשについてੵۃ的なアプローνを行う。
ᶅ۠ߓのࡂのϗームϖージについて、ଞ࣏ࣗ体などの先ਐ事ྫをߟࢀにしながら、
やすくするなど、डけ手である۠ຽに的֬な情報がಧけられݟにؔする情報をよりࡂ
るように工する。
ᶆ公共ࢪઃやӺなどにࢧࡂ・ࡂԉ情報（۠のϗームϖージ等）などにアクηスでき
る場所をઃけるなど、ࡂにؔ৺を持ってもらうきっかけͮくりを行う。
ᶇ۠の情報について、必要な人にどのようにಧいているかをѲ（ྫɿ۠の੍のਃ
者にରし、どの報ഔ体（報ࢴ、SNS 等）で情報を得たか֬ೝ）することでޮՌ的
な情報ൃ信につな͛る。

テーマ 1 　区が発信する防災・減災情報の有効活用を促す新たな仕組み作り
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ᶈ（マンションෑ内にあるՐ用ਫについて、マンション管理組合、ொձの中で、ど
こが管理、ઃஔしているઃඋなのかෆ໌֬なঢ়گが続いていた。۠に֬ೝしたところ、
۠の管理であると໌した事ྫがあったため）ࡂ時に༗ޮ的に活用できるࡂઃ
උについて、ઃஔঢ়گ等を۠、管理者、利用者が֬実にѲし、ؔ者と情報を共༗
する。

 6　参画と協働の推進
ᶃ「ू合ॅやҬにおけるࡂݮ・ࡂରࡦにؔするऔ組のࢧԉ（ࡂボランティア等）」、
「۠ຽやا業とのつながりͮくり（܇ࡂ࿅のࢀՃ等）」ٴͼ「情報ൃ信・管理のॆ
実・ڧ化（ࡂ情報のޮՌ的なൃ信等）」のऔ組に、۠ຽやا業等がよりؔわることで、
。ಇをਪਐするڠըとࢀ
ᶄ̡ テーマ 1・�・� 共通事߲ʳଟ様なडけ手をҙ識した情報ൃ信について、۠ຽのҙݟ
を౿ま͑た内容を検౼し、ޮՌ的な報につな͛る。
ᶅ̡ テーマ 1・�・� 共通事߲ʳఏݴを映したجຊܭըのऔ組のਐḿやޮՌ（Ռࢦඪ、
公։可能な数値等）などをଌఆし、۠のऔ組ঢ়گを「͑ݟる化」する。
ᶆ̡ テーマ 1・�・� 共通事߲ʳఏݴの実現に向けて、タンフォーラムのメンバーがࢀ
ըし、औ組にؔわる事業の実ࢪやޮՌの検ূを۠とともに実ࢪする。
ᶇʲテーマ 1・�・� 共通事߲ʳ۠とともにܧ続的なؔわりを持つػձを創出する。

テーマ 1 　区が発信する防災・減災情報の有効活用を促す新たな仕組み作り
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
テーマ1と同じ

 2　踏まえるべき社会変化
テーマ1と同じ

 3　実現に向けた課題
・ฏ時からݸ人でࡂやࡂݮにؔする情報をੵۃ的にऔりに行き、ओ体的に行動できる
ようなҙ識վֵがٻめられる。
・۠からの情報のޮՌ的な͑方も工がٻめられる。
時に૬ஊする૬手やՈがいない場合、困ったときにどうしたらいいかわからなࡂ・
い。

 4　施策の方向性
○ଟ様なଐੑ（ू合ॅ、୯世帯、高ྸ世帯、在勤者等）やライフスタイルに合わせ、
いの໋をकるための行動がとれるよう、ࣗ助・共ޓ時におけるࣗの໋とࡂ人がݸ
助のऔ組のڧ化につながるֶशػձの創出をਪਐする。
△ৗからܰؾにࡂ情報に৮れられるよう、طଘのࡂݮ・ࡂコンテンπなどを活用
しつつ、ࡂにؔ࿈する༡ͼの要ૉをりࠐんͩイϕントや、୭もがࢀՃしやすくָ
しい܇ࡂ࿅など、ฏ時からݸ人のࡂҙ識を高めるऔ組をਪਐする。

 5　具体的な取組
○多様な属性やフェーズに応じた個人の意識改革（自助・公助）
ᶃマンション等のू合ॅ、୯世帯、高ྸ世帯、外ࠃ人、中小ا業等のଐੑやフΣー
ズ（ྫɿൃޙࡂ˓間）、ঢ়گ（ネットワークো、ライフラインੇஅ等）に応じた
。人のҙ識վֵをਐめるݸにؔするࡂするなど、࡞プレーϒックをࡂ・ࡂ
ᶄࡂ時におけるݸ人に合ったఆ行動プランの࡞をࢧԉし、۠や࢜ࡂからアドバイ
スをもら͑るような仕組みをߏஙするなど、ࡂにؔするݸ人のҙ識վֵにつな͛る。

災害に関する個人の意識改革2
テーマ
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△誰もが参加しやすい防災訓練（自助・共助・公助）
ᶃ۠の܇ࡂ࿅を൚用パート	幅いに共通する内容
とݸผパート（子ども向け、外
Ճ者のଐੑをҙ識した内容となるよう、工ࢀ、業向け等）にけるなどا、人向けࠃ
して実ࢪする。
ᶄฏ時からࡂについて͑ߟるػձを創出するため、アプリやझຯ、༡ͼ、コミュニテ
ィ活動の中にࡂの要ૉをऔりೖれたൃܒを行うなど、ࡂ以外のテーマとࡂをֻ
け合わせ、ࡂにؔするҙ識向上をਤる。
ᶅຽ間ا業と࿈携し、۠ຽがָしみながらࢀՃできるࡂイϕント（ྫɿࡂスタンプ
ラリー、"R を使用した܇ࡂ࿅等）をاը・実ࢪするなど、ຽ間ا業のاըྗやコ
ンテンπを活用したൃܒをਪਐする。
△平時における効果的な意識啓発（自助・公助）
ᶃֶڭߍҭにおいてڭࡂҭをॆ実させる。
ᶄࡂ時のトイレରࡦやਫ֬อのॏ要ੑなど、ৗ生活とີ接にؔわるࡂରࡦをप知・
。ҙ識向上をਤるࡂし、ൃܒ

 6　参画と協働の推進
ᶃ	「ଟ様なଐੑやフΣーズに応じたݸ人のҙ識վֵ（ݸ々のঢ়گに合ったࡂҙ識の向上
等）」、「୭もがࢀՃしやすいࡂ活動（ࡂ活動のࢀՃ等）」ٴͼ「ฏ時におけるޮ
Ռ的なҙ識ൃܒ（ڭࡂҭ等）」のऔ組に、۠ຽやا業等がよりؔわることで、ࢀըと
。ಇをਪਐするڠ
ᶄ	̡ テーマ 1・�・� 共通事߲ʳଟ様なडけ手をҙ識した情報ൃ信について、۠ຽのҙݟ
を౿ま͑た内容を検౼し、ޮՌ的な報につな͛る。
ᶅ	̡ テーマ 1・�・� 共通事߲ʳఏݴを映したجຊܭըのऔ組のਐḿやޮՌ（Ռࢦඪ、
公։可能な数値等）などをଌఆし、۠のऔ組ঢ়گを「͑ݟる化」する。
ᶆ	̡ テーマ 1・�・� 共通事߲ʳఏݴの実現に向けて、タンフォーラムのメンバーがࢀ
ըし、औ組にؔわる事業の実ࢪやޮՌの検ূを۠とともに実ࢪする。
ᶇ	̡ テーマ 1・�・� 共通事߲ʳ۠とともにܧ続的なؔわりを持つػձを創出する。

テーマ 2 　災害に関する個人の意識改革
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「国籍や老若男女問わずあらゆる人が、リアルでもオンラインでも安全で安心に暮らせる

まち」
ৗの൜にؔすることやඃにૺってしまったときに、いつでも૬ஊできる人がい
る、୭に૬ஊして良いかわかるような、つながりがあるまちを目ࢦす。

 2　踏まえるべき社会変化
地域コミュニティの希薄化
֩Ոの૿ՃなどのӨڹでҬとのؔわり方がԼした。以લはۙ͝所などのҬの
目によってࢭされていたことが、今ではԿかىきてもҙしにくいࣾձとなってい
る。

インターネット (SNS 等 ) 上における広範囲のつながり・デジタル化 ( デジタル社会が浸
透したことに対する影響)
・SNSのීٴなどにより、インターネットを通じてإの͑ݟない人とのつながりが૿͑
た。結Ռ、SNS を利用した൜ࡑやフィッシングなどのデジタル൜ࡑが૿Ճしている。
・デジタルデバイド（情報格差）によって、デジタルऑ者が൜ࡑඃにૺいやすくなっ
ている。
・&コマースී֦ٴ大によりஔき配が૿Ճしたことで、新たな౪難ඃリスクが高まっ
ている。

犯罪の国際化
൜ࡑ組৫がࡍࠃ化・組৫化（ا業化）しており、൜ࡑがଟ様化し、その手ޱがົに
なっている。

多くの外国人（区民、旅行者）の存在
外ࠃ人ॅډ者やཱྀ行者がଟいため、外ࠃ人も൜ࡑඃにૺうリスクが૿͑る。

区内の人口増加
・フΝミリーが૿͑たことにい、子どもがඃにあう可能ੑが૿͑る。
・子どもをରにෆ৹者にをֻけられるリスクがݒ念される（ܐ๏൜ೝ知݅数にܭ上
されていない「かけ」などの݅数）。

生活安全（防犯）における抑止
力向上3

テーマ
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 その他
・一人りの電動キックボード等のϞビリティීٴによる、公共の場所でのトラϒルの
。があるੑݥة
・新型コロφイルス感છ֦大ࢭによるコミュニέーションのෆ、ストレスの૿
Ճ、ऩೖ等のӨڹによる生活が変化している。

 3　実現に向けた課題
○情報発信・情報開示、意識改革
・൜ࡑ・൜にରしてۙな情報がೖってこないため、ࣗのこととして͑ߟるػձが
গなく、൜ҙ識がくなっている。
・情報ऑ者が૿͑ている（デジタルデバイド）。サイバーܸ߈など手ޱがົ化してい
る。
・情報コンテンπがଟす͗るため、情報のडけ手がଟ様化している。そのため、طଘの
۠の報ではわりͮらい。
△人と人とのつながり
・人とのつながりがرബ化し、૬ஊする先がわからない。
・ଞ者のඃをଞ人事としてଊ͑るという͑ߟ方が૿͑ている。
・人の目が͑ݟるような、ொձなどを活かしたҬີணの൜体੍が必要である。
□インフラ整備
・൜Χメラなどの適なྗࢭが必要である。
・事લのࢭにつながるような仕ֻけが必要である。
・高ྸ者ରࡦなど、アφログ的なೝ知・प知方๏が必要である。外ࠃ人にର応したࢧԉ
内容を検౼する必要がある。

 4　施策の方向性
○情報発信・情報開示、意識改革による抑止力向上
൜ࡑ・൜にؔする情報をଟ様なडけ手にわるようൃ信方๏を工する。
△人と人とのつながりによる抑止力向上
ฏ時から҆શに҆৺してらせるよう、إの͑ݟるؔをஙく。
□インフラ整備による抑止力向上
。ଘの൜ઃඋにՃ͑、新たなインフラもඋするط

テーマ 3 　生活安全（防犯）における抑止力向上
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 5　具体的な取組
○情報発信・情報開示、意識改革
ᶃ൜にؔするҙىשや൜ରࡦなどの情報を一ݩ化し、۠の情報ഔ体にࡌܝすると
ともに、۠からプッシュࣜでもఆظ的に通知する。
ᶄ۠)1でࡂと൜のϖージをけるなど、情報ൃ信の仕方を工する。
ᶅඃのࢭになるٗࢭグッズを配るなど、アφログ的なप知方๏もฒ行して֦ॆ
する。
ᶆプライバシーอޢに配ྀしつつ、൜Χメラのି出しなどطଘの੍をڧ化するとと
もに、൜Χメラがઃஔされていることをදهするなど、ଟくの人にप知する。
ᶇҬの൜活動などにࢀՃしてもら͑るような動ػ・きっかけͮくりとなる情報ൃ信
を行なう。
ᶈ۠の情報について、必要な人にどのようにಧいているかをѲ（ྫɿ۠の੍のਃ
者にରし、どの報ഔ体（報ࢴ、SNS 等）で情報を得たか֬ೝ）することでޮՌ的
な情報ൃ信につな͛る。
△人と人とのつながりによる抑止力向上
ᶃ୭でもܰؾにָしくࢀՃできるҬパトロールを実ࢪし、ࢀՃ方๏（マッνング等）
や活動内容をଟ様化させるなど、Ҭにおける൜のྠを֦͛る。
ᶄҬコミュニティ内での൜メンター（൜の助ݴやࢧԉを行う人、൜ҙ識の高い
人）のҭや、リアルやΦンラインをわず、困ったときに۠やҬの人にܰؾに૬
ஊできるような仕組みͮくり（「バディシステム」等）など、൜ҙ識の高いҬのつ
ながりをつくる。
□インフラ整備による抑止力向上
ᶃ൜ϒβーやٗରࡦグッズの配など、デジタルにऑい人でも容қに活用できるア
φログなରࡦ方๏を֦ॆする。
ᶄا業と࿈携し、ը像ੳなどのIT 	"I
 技術を用いた൜Χメラや、テクノロジーを
活用したݟकりについてීൃܒٴを行うなど、最新技術をޮՌ的に活用したऔ組をਪ
ਐする。
ᶅا業等と࿈携し、ٸۓ時にはΦフィスやళฮに駆けࠐΉことができるようにするなど、
Ҭの൜体੍をڧ化する。
ᶆا業等と࿈携し、Ҭに人の目を感じられるようなऔ組をਪਐすることで、൜ࡑࢭ
ྗの向上につな͛る。（ྫɿキッνンΧーによるҬの目の役ׂ）

テーマ 3 　生活安全（防犯）における抑止力向上
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ᶇ۠ຽがෆ҆に感じた情報やෆ৹者情報等を૬ஊ、報ࠂできるような仕組みなど、Ҭ
の൜にؔする情報（൜ࡑにࢸらない情報ؚΉ。）の共༗化をਤる。
ᶈ外ޠࠃର応をؚめ、൜ࡑඃにૺってしまったࡍの૬ஊ૭ޱなど、൜ࡑඃ者にدり
ఴったࢧԉを行う。

 6　参画と協働の推進
ᶃ「情報ൃ信・情報։ࣔ・ҙ識վֵ（൜情報の共༗等）」、「人と人とのつながりによる
ྗࢭ向上

（ҬパトロールのࢀՃ等）」ٴͼ「インフラඋによるྗࢭ向上（Ҭのݟकりの
目の֬อ等）」のऔ組に、۠ຽやا業等がよりؔわることで、ࢀըとڠಇをਐめる。
ᶄʲテーマ 1・�・� 共通事߲ʳଟ様なडけ手をҙ識した情報ൃ信について、۠ຽのҙݟ
を౿ま͑た内容を検౼し、ޮՌ的な報につな͛る。
ᶅʲテーマ 1・�・� 共通事߲ʳఏݴを映したجຊܭըのऔ組のਐḿやޮՌ（Ռࢦඪ、
公։可能な数値等）などをଌఆし、۠のऔ組ঢ়گを「͑ݟる化」する。
ᶆʲテーマ 1・�・� 共通事߲ʳఏݴの実現に向けて、タンフォーラムのメンバーがࢀ
ըし、औ組にؔわる事業の実ࢪやޮՌの検ূを۠とともに実ࢪする。
ᶇʲテーマ 1・�・� 共通事߲ʳ۠とともにܧ続的なؔわりを持つػձを創出する。

テーマ 3 　生活安全（防犯）における抑止力向上
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開催経過

ճ ։࠵࣌ ༰

ୈ�ճ 令和4年9月21日（水）
18時30分～20時45分

╚ 事務ہհ
╚ グループձٞのਐめ方について
╚ における現ঢ়と՝について
╚ 検౼テーマのબఆ
╚ リーμー、サϒリーμーのબ出

ୈ�ճ 令和4年10月17日（月）
18時30分～20時30分

╚ 第1ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「ࡂ」にؔするٞ

ୈ�ճ 令和4年10月31日（月）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「ࡂ」にؔするٞ

ୈ�ճ 令和4年11月14日（月）
18時30分～19時50分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「ࡂ」にؔするٞ

ୈ�ճ 令和4年11月28日（月）
18時30分～20時30分

╚ 第4ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「生活҆શ（൜）」にؔするٞ

ୈ�ճ 令和4年12月12日（月）
18時30分～20時40分

╚ 第5ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「生活҆શ（൜）」にؔするٞ

ୈ�ճ 令和4年12月26日（月）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ ఏݴॻҊについて

ୈ�ճ 令和5年1月16日（月）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ ఏݴॻҊについて
╚ ఏࣜݴについて
╚ グループձٞશ体のৼりฦり・ҙݟ交
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